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基質は異なるが同じしくみで産生されるAβ42とAPL1β28
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アミロイドとしての性
質 を も た な い
APL1β28のCSF中の
濃度は、脳内での
Aβ42の産生量を反映
するのではないかと
期待される。
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APL1β関連Assay Kits
アミロイド前駆体様タンパク質

アルツハイマー病の新バイオマーカー
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測定範囲 測定対象
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血漿

尿 CSF 培養

上清

27737 H Human APL1β25  Assay Kit - IBL 165,000円 9.38 ～ 600 pg/mL 〇 〇

27738 H Human APL1β27 Assay Kit - IBL 165,000円 4.69 ～ 300 pg/mL 〇 〇

27739 H Human APL1β28 Assay Kit – IBL 108,000円 46.88 ～ 3000 pg/mL 〇 〇

Assay Kits 【検出対象】 H:  ヒト M: マウス R: ラット

APLP1, APLP2 (βAPP like protein 1, 2)はAPP (Amyloid precursor protein)と類似の一次構造を持つことが知られていま

す。近年、BACE1 (β-セクレターゼ)とγ-セクレターゼによる段階的酵素分解によりAPLP1から産生されるAPL1β25,

APL1β27, APL1β28の3種類の長さのAβ (Amyloidβ)様ペプチドが、ヒト脳脊髄液(CSF)中に存在することが報告されました。

(参考文献1) これらのAPL1βペプチドはAβと同じような切断を受けて細胞外に放出される一方、Aβのような病原性や集積

する性質を持たないとされています。また培養細胞を用いた実験では、APL1β28はAβ42と同様の仕組みで産生量が調節

されることが示され、Aβ42のサロゲートマーカーとして、CSF中のAPL1β28比率を測定することの有用性が示唆されました。

(参考文献2) このように、APL1βペプチドはアルツハイマー病の新しいバイオマーカーとしての可能性を期待されています。
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